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能取岬灯台の一般公開について  
紋別海上保安部では、能取岬灯台が、大正６年の初点灯から本年

１０月１日で１００周年を迎えることから、これを記念して能取岬

灯台の一般公開を実施し、広く市民等に海上保安業務及び航路標識

業務への理解を深めていただくこととしております。  
           記  

  １ 公開日時  
    平成２９年１０月１日（土）午前１０時から午後２時まで  
  ２ 公開する施設及び展示内容等  

（１）施設公開（灯台構内、管制器室、灯ろう、踊場）  
（２）パネル展示（能取岬灯台の歴史、灯台の歴史ほか）  
（３）ＬＥＤ灯器展示  
（４）灯台及び巡視船等ペーパークラフト展示  
（５）ビデオ放映（「海を照らす人」：灯台資料映像）  
（６）制服試着記念撮影  
（７）「うみまる」との記念撮影  
（８）記念品等配付（１００周年記念タオル、能取岬灯台絵葉書） 
（９）海上保安庁航空機の飛来（午前１１時ころ、午後１時ころ） 

 ３ その他  
              （１）荒天時及び事案発生の場合、公開を中止することがありますので、

紋別海上保安部のホームページをご確認ください。  
  （２）灯台の見学は無料です。  
 

 問合せ先 

 紋別海上保安部  

次長 尾形 克弘 

  ℡０１５８－２３－０１１８  

  
能取岬灯台    
光りかた 毎８秒に１閃光 
実効光度 １１0,000カンデラ（ろうそく 1本が１カンデラです） 
光達距離 １９．５海里（約３６キロメートル） 
高  さ 地上から頂部まで２０.７メートル、海面上から灯火まで５７.２メートル 
 

能取岬灯台は、大正６年（１９１７年）１０月１日に設置され、以来今日まで１
００年間網走沖オホーツク海の安全を見守っています。 


